
◎
３
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
４
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
３
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
総
合
教
育
会
議
につい
て

•
入
学
式
に
向
け
た
取
り
組
み
につい
て

•
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
児
童
生
徒
と
そ

の
家
庭
状
況
の
把
握
に
つい
て

•
特
色
あ
る
昭
和
教
育
の
た
め
の
重

点
校
指
定
に
つい
て

•
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
有
償
化
に
つい
て

•
今
後
の
地
域
学
校
協
働
本
部
体
制

に
つい
て

•
県
及
び
町
職
員
の
年
度
末
人
事
異

動
に
つい
て

•
教
育
委
員
会
の
仮
移
転
に
つい
て

•
３
月
議
会
に
つい
て

•
第
２
次「
昭
和
町
教
育
方
針（
大

綱
）」に
つい
て

•
中
学
校
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つい
て　

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
今
後
の
事
業
予
定
に
つい
て　

他

議
事

•
昭
和
町
就
学
援
助
費
支
給
要
綱
の一

部
改
正
に
つい
て

教
育
委
員
会

　

4
月
9
日
、
山
梨
県
立
甲
府
昭
和
高
等
学
校
「
第
41
回
入
学
式
」
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
2
2
9
名
の
新
入
生
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

新
入
生
代
表
の
宣
誓
で
は
、
押
原
中
学
校
卒
業
の
鈴
木
歩
斗
（
す
ず
き 

あ
る

と
）
君
が
、新
入
生
を
代
表
し
て
挨
拶
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
（
写
真
中
央
）。

　

鈴
木
君
に
、
高
校
入
学
後
の
抱
負
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
将
来
電
気
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
研
究

し
、
そ
れ
を
活
か
し
た
職

に
就
き
た
い
と
希
望
し
て

い
ま
す
。
高
校
で
は
、
理

系
ク
ラ
ス
に
進
級
し
、
理

科
（
物
理
）
が
得
意
に
な

る
よ
う
に
、
頑
張
り
ま
す
。

ま
た
、
部
活
動
で
は
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
入
部
し

ま
し
た
。
県
大
会
ベ
ス
ト

8
以
上
の
成
績
が
残
せ
る

よ
う
練
習
に
励
み
ま
す
。

　

高
校
生
活
は
、
学
習
や

部
活
で
も
、
自
己
責
任
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
他
人
に

頼
る
こ
と
な
く
、「
自
主
創

造
」
の
校
訓
の
も
と
、
自

立
し
た
学
園
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
精
進
し
た
い
で

す
。

生
涯
学
習
課

甲
府
昭
和
高
校

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし
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給
食
セ
ン
タ
ー

　

昭
和
町
の
未
来
を
に
な
う
若
者
を

地
域
で
育
て
、
見
守
り
支
援
す
る
町

民
に
よ
る
組
織
で
す
。
正
式
名
称
は

「
青
少
年
育
成
昭
和
町
民
会
議
」
で

す
。
こ
の
実
現
の
た
め
、
昭
和
町
で

は
町
長
を
会
長
に
、
各
地
区
の
育
成

会
な
ど
青
少
年
に
係
わ
る
24
の
各
種

団
体
や
機
関
等
の
代
表
者
約
１
５
０

名
で
会
議
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
は

①
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
支
援

② 

指
導
者
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修

会
の
実
施

 

③ 

非
行
防
止
の
た
め
の
環
境
浄
化
活

動
の
支
援
で
す
。

主
な
活
動
は

〇 

総
会
、
夏
季
と
冬
季
の
生
活
指
導

推
進
会
議
と
研
修
会

〇
家
庭
の
日
の
作
文
ポ
ス
タ
ー

〇
地
区
育
成
会
活
動
の
支
援

〇
啓
発
横
断
幕
の
整
備

〇
ふ
れ
あ
い
祭
り
へ
の
参
加

〇
学
校
道
徳
推
進
事
業

〇
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
・
環
境
実
態
調
査

〇
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
依
頼
等

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
も

安
心
で
美
味
し
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
給
食
を
丁
寧
に
調
理
し
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

給
食
は
、
年
間
１
９
０
日
が
上
限

に
な
っ
て
お
り
、
給
食
費
は
こ
の
日

数
に
一
食
単
価
を
乗
じ
た
額
が
年
間

の
給
食
費
と
な
り
ま
す
が
、
昭
和
町

で
は
、
約
２
割
を
町
か
ら
補
助
し
て

い
ま
す
。
補
助
金
額
を
差
し
引
い
た

額
を
４
月
か
ら
２
月
ま
で
の
11
ヶ
月

で
割
っ
た
金
額
が
月
の
給
食
費
に
な

り
、
小
学
生
３
８
９
０
円
、
中
学
生

４
４
４
０
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

給
食
費
は
、
各
校
、
各
学
年
で
実

施
日
数
に
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
２

月
の
徴
収
の
際
に
、
年
間
の
給
食
費

を
再
度
算
出
し
、
調
整
し
た
金
額
で

納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
納
入
は
口
座
振
替
で
お
願

い
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
ま

だ
の
方
、
口
座
を
変
更
し
た
い
方

は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
振
替
日
は
４
月
か
ら
２
月
の
末

　

昭
和
町
内
の
３
つ
の
小
学
校
合
同

の
チ
ー
ム
で
す
。
学
校
活
動
と
は
違

う
集
団
の
中
で
、
楽
し
い
こ
と
や
厳

し
さ
、
悔
し
さ
な
ど
た
く
さ
ん
の
経

験
を
積
む
こ
と
は
心
を
育
む
機
会
と

な
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、

お
子
さ
ん
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
同

じ
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
家
で
の

会
話
も
増
え
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

体
験
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

各
区
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
青
少
年

育
成
担
当
者
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
青
少
年
育
成
推
進
員
を
中
心

に
、
育
成
会
長
や
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指

導
者
、
高
等
学
校
生
活
指
導
員
の
皆

さ
ま
に
は
、
地
域
の
育
成
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
（
休
日
の
場
合
は
翌
平
日
）
に
な

り
ま
す
の
で
、
口
座
残
高
の
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
町
で
は
子
育
て
支
援

対
策
と
し
て
、
義
務
教
育
課
程
の
給

食
が
あ
る
学
校
に
３
人
以
上
通
わ
れ

て
い
る
世
帯
に
対
し
、
３
人
目
の
給

食
費
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
ご
家
庭
へ
は
、
11

月
頃
に
最
上
級
生
の
通
う
学
校
を
通

し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

※
現
在
、
食
材
価
格
の
高
騰
が
さ
ら

に
続
き
、例
年
通
り
の
予
算
内
で
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
内
容
で
給
食
の

提
供
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
給
食
の
提
供
を
続
け
る
た

め
、
令
和
５
年
度
は
食
材
価
格
高
騰

対
策
の
臨
時
の
措
置
と
し
て
、
10
％

分
の
値
上
げ
に
対
応
す
る
予
算
計
上

と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
６
年
度

も
例
年
と
比
較
し
、
15
％
を
上
乗
せ

し
予
算
計

上
い
た
し

ま
し
た
。

練
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

平
日

４・５・６
年
生
（
火
曜
日・木
曜
日
）

午
後
５
時
50
分
〜
７
時
20
分

西
条
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

１・２・３
年
生
（
水
曜
日
）

午
後
５
時
50
分
〜
７
時

押
原
公
園
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

週
末
（
全
学
年
）

土
曜
日
・
日
曜
日

午
前
中　
西
条
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※ 

6
年
生
の
リ
ー
グ
戦
の
関
係
で
低

学
年
は
、
休
み
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ブ
ロ
グ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

昭
和
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ブ
ロ
グ

http://show
asss1103.blog.

fc2.com
/

 

ブ
ロ
グ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
昭
和
町
民
会
議
を

　
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

　
新
年
度
が

　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
昭
和
町
サ
ッ
カ
ー

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す

昭
和
町
民
会
議

令
和
６
年
度　

青
少
年
育
成
担
当
者
の
み
な
さ
ん

区　　 名 育成推進員 育 成 会 長 子どもクラブ 高等学校生活指導員（高生連）
西 条 一 区 沼田　由美 沼田　由美 沼田　由美 宮川　哲治 仙洞田　洋一
西 条 二 区 雨宮　裕也 川口　　功 相川　葉子 雨宮　裕也 岩下　竜也
清 水 新 居 沓掛　俊也 沓掛　俊也 保坂　　綾 丸山　　徹 小沢　和也
西 条 新 田 荊澤　由利子 大木　広美 大木　広美 山村　樹里 古屋　美穂
押　　　 越 田中　邦彦 田中　邦彦 今村　彩子 山田　　学 深澤　知路
河 東 中 島 篠原　正浩 佐野　勝芳 三保　朋美 深沢　玲子 木村　由紀子
紙 漉 阿 原 河田　幹雄 野澤　幸仁 星野　経彰 中山　　香 阿部　　誠
築 地 新 居 小沢　春奈 小沢　春奈 小沢　春奈 加賀美　弘美 野沢　美奈
飯　　　 喰 堀内　三男 笹本　弘二 笹本　弘二 小澤　美和 深澤　裕美子
河　　　 西 保坂　正広 萩原　秋夫 萩原　秋夫 萩原　　真 斉藤　隆典
上 河 東 佐野　誠治 佐野　誠治 磯部　由美 増澤　桜子 中山　　望
上河東二区 廣瀬　はるみ 廣瀬　はるみ 高谷　百合子 早坂　和香子 中込　薫子
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No.169

『  なつのおと　みつけた  』 『 身近な鳥のすごい巣 』

みやじま みほこ／さく・え
たに いくお／ぶん

みらいパブリッシング

鈴木 まもる／著
イースト・プレス

　ミーンミーン、ピカッゴロゴロ、カ
ランコロン…夏に聴こえてくる音はた
くさんあります。夏ならではの「音の
風景」を楽しめる絵本です。ぜひお子
さんと一緒に、声を出し合いながら読
んでみてください。淡い水彩画もとて
も美しい 1 冊です。

　鳥の家だと思われがちな鳥の巣。
実はそうではないんです。
　鳥の巣を見ると、鳥のヒナのこ
とを知るだけでなく、その鳥の住
む環境、周囲の生物や人の暮らし
との関係まで知ることができます。
さらに、人がなぜ生きるのか、本
能とは何なのかといった哲学的な
ことまで教えてくれるんです。鳥
の巣博士による鳥の不思議を学ん
でみましょう。

◦6月の休館日
1日（土）～6日（木、蔵書点
検）、10日（月）、17日（月）、
24日（月）、28日（金、月末整
理日）

 

『 ハーベスト 』

花里 真希／著
講談社

　人と話すのが苦手で「より自分にとっ
てのリスクの低い方」を選択しながら
生きてきた朔弥。仕方なく入った園芸
部は、西森くんと、先輩のアズサとい
う 2 人だけ。それぞれが事情を抱える
なか、一緒に花壇で家庭菜園ポタジェ
を作り、花や野菜を育てていくうちに、
朔弥も少しずつ変わり、心も強く育っ
ていく物語。

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。

◦0,1,2歳児のおはなし会
絵本、わらべうたなどをお楽しみく
ださい。
日 時　6月20日（木）午前 11 時～
対 象　0,1,2 歳児とその保護者
定 員　10 組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　6月7日（金）午前10時～

◦大人のためのおはなし会
大人が楽しめるおはなし会です。心
安らぐ癒しのひとときをお楽しみ下
さい。
日 時　6月30日（日）午後2時～
定 員　30 名
場 所　図書館・視聴覚室
出 演　ききみみずきんおはなしの会
申 込　5月21日（火）午前10時～

◦おはなし会
おはなし、手遊び、絵本などをお楽
しみください。
日 時　7月 6 日（土）午前 11 時～
対 象　幼児～小学校低学年
定 員　10 組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　6月7日（金）午前10時～

◦山上浩幸 ギターリサイタル
県内各所で活躍するクラシックギタリスト、山上 浩幸さんによる
素晴らしい演奏をたっぷりお楽しみ下さい。
日 時　7月6日（土）午後2時～（開場 午後1時45分）　　定 員　30 名
場 所　図書館・視聴覚室　　　　　　　　　　　　　　申 込　6 月 11 日（火） 午前 10 時～

■ 期間：6月14日（金）〜16日（日）　■ 開催時間：10時〜17時　■ 会場：図書館・視聴覚室
ブックフェアについてのお知らせ

蔵書点検後、処分となる本を無料でお持ち帰りいただけます。持ち帰る際の手提げ袋は、ご持参ください。
その他詳細は決まり次第お知らせいたします。※変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。

※6月の粗大ごみの受付日時は、6月24日（月）朝6:30 ～ 8:30の間です。当日の時間内に昭和町総合体育館駐車場へ出してください。
　そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.193

種　別 摘　要 標準額 備　考

稲　
作

耕起と代掻き
(トラクター、耕運機) 10ａ当たり 16,000 円 圃場整備地内

17,000 円 その他

トラクター耕起 10ａ当たり 9,000 円 圃場整備地内
10,000 円 その他

代掻きのみ 10ａ当たり 9,000 円 圃場整備地内
10,000 円 その他

機械田植え 10ａ当たり 10,000 円 圃場整備地内
11,000 円 その他

稲刈 バインダー 10ａ当たり
ひも付き

10,500 円 圃場整備地内
11,500 円 その他

稲刈
脱穀 コンバイン 10ａ当たり

乾燥まで
21,000 円 圃場整備地内
22,000 円 その他

脱穀 ハーベスター 10 ａ当たり
脱穀のみ 9,500 円 助手等は雇主

水稲育苗 １箱 990 円 配達代別
雇人（一般農作業） 時給 1,000 円

[ 備考 ] 
※標準額については、消費税込みとし､賄はなしとする。（8時間/日）
※稲作作業の場合､燃料費は請負者持ちとする。
※同一作業内容の場合、男女同一賃金とする。
※田植えについては、雇主が助手等をつけること。
※本表は標準的な料金を示すものであり、圃場条件や作業条件などを 
　勘案して当事者間の協議により決定することを前提としています。 
上記作業項目にない作業についても協議の上で決定してください。

美
し
い
水
田
景
観
を
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う

美
し
い
水
田
景
観
を
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う  

農
地
保
全
助
成
金
の
ご
案
内

農
地
保
全
助
成
金
の
ご
案
内

　

昭
和
町
で
は
、農
業
の
活
性
化
と
調
和
の
と
れ
た
水
田
景
観
の
形
成
を
目
的
と
し

て
、農
業
振
興
地
域
内
で
水
稲
を
作
付
す
る
方
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
助
成
金
を
交
付
し
た
方
に
は
個
別
に
ご
案
内
を
送
付
し
ま
し
た
が
、今
年

度
新
た
に
申
請
す
る
方
は
、環
境
経
済
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者

　

昭
和
町
在
住
で
、昭
和
町
農
業
振
興
地
域
内
で
今
年
度
５
０
０
㎡
以
上
、水
稲
を

作
付
す
る
方
。

　

助
成
金
額

　

１
０
０
㎡
あ
た
り
８
０
０
円（
た
だ
し
、８
万
円
を
上
限
と
す
る
）

　

申
請
期
限

　

令
和
６
年
７
月
５
日（
金
）

令和6年度 昭和町農事賃金標準額 

◎農休み　令和6年6月15日(土) ～令和6年6月16日(日)

井
戸
水
の
水
質
検
査
の

井
戸
水
の
水
質
検
査
の

　
　
申
込
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
　
申
込
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

今
年
度
よ
り
お
申
し
込
み
に
つ
い
て
、往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
方
法
へ
と

変
更
い
た
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

検
査
料
金

①　

飲
用
井
戸
水
等（
13
項
目
）　

６
０
０
０
円

　
　

 （
一
般
細
菌
、大
腸
菌
、亜
硝
酸
態
窒
素
、硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
酸
態

窒
素
、塩
化
物
イ
オ
ン
、鉄
及
び
そ
の
化
合
物
、カ
ル
シ
ウ
ム
·
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
等
、有
機
物
、㏗
値
、味
、臭
気
、色
度
、濁
度
）

②　

地
下
水
汚
染
物
質（
２
項
目
）　

９
０
０
０
円

　
　
（
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
）

③　

①
＋
②
項
目　

１
５
０
０
０
円

  

お
申
し
込
み
方
法（
ハ
ガ
キ
·
電
話
の
い
ず
れ
か
の
方
法
）

１　

 

昨
年
度
、申
し
込
ま
れ
た
方
宛
に
往
復
ハ
ガ
キ
を
６
月
上
旬
に
発
送

し
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、切
り
離
し
て
返
信
用
ハ

ガ
キ
を
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

 

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
往
復
ハ
ガ
キ
に
あ
る
お
客
様
番

号
を
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
）。

  

お
申
し
込
み
先
·
検
査
機
関　

　
　

 

㈱
山
梨
県
環
境
科
学
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　

０
５
５

－

２
７
８

－

１
６
０
０
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その234国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　 【昭和町社会福祉協議会ホームページ】 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 322 号

　

国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、日
本
年
金
機
構
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、国
民
年
金
の
被

保
険
者（
加
入
者
）と
な
り
、保
険
料
を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
20
歳
に
な
っ
た
と
き
の
年
金
制
度
の

案
内
や
保
険
料
の
手
続
き
に
つ
い
て
、わ
か
り
や
す
く
動
画
に
よ
り
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

●
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

https://w
w

w
.nenkin.go.jp/tokusetsu/2

0
kanyu.htm

l

　【
動
画
に
よ
る
ご
案
内
】「
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
」の
内
容

　
　

１
．「
国
民
年
金
制
度
の
内
容
や
メ
リ
ッ
ト
編
」

　
　

２
．「
保
険
料
の
納
付
方
法
編
」

　
　

３
．「
学
生
納
付
特
例
編
」

　
　

４
．「
免
除
・
納
付
猶
予
編
」

　
　

５
．「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
の
特
例
免
除
編
」

　

そ
の
他
、国
民
年
金
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、役
場

町
民
窓
口
課
ま
た
は
竜
王
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
窓
口
課(

☎
２
７
５
‐
８
２
６
４)

　
竜
王
年
金
事
務
所(

☎
２
７
８
‐
１
１
０
０)

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

区 分 送付形式 内 容 備 考

毎年
( 節目の年以外 )

50 歳未満
はがき 直近 1 年間の

情報

これまでの加入実績
に応じた年金額

被保険者の誕生
日月に郵送

50 歳以上 年金見込額

節目の年
59 歳

封書 全期間の年金
記録情報

年金見込額

35 歳、
45 歳

これまでの加入実績
に応じた年金額

20
歳
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
へ

国
民
年
金
制
度
紹
介
の
動
画
の
ご
案
内

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」の
内
容
や
届
か
な
い
等
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

月
曜
日　
　
　

午
前
８
時
30
分 

～ 

午
後
７
時

　

火
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分 

～ 

午
後
５
時
15
分

　

第
２
土
曜
日　

午
前
８
時
30
分 

～ 

午
後
４
時

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利

　

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

■ 

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」の
内
容
に
つ
い
て
の

　
　

お
問
い
合
わ
せ
先

大
切
な「
未
来
」へ
の
情
報
、

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」の
ご
案
内

 

国
民
年
金
、厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
様
、年
金

制
度
や
自
分
が
納
め
て
い
る
保
険
料
の
確
認
は
し
て
い

ま
す
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」と
は
国
民
年
金
、厚
生
年
金
の

加
入
中
の
方
々
に
、毎
年
一
回
、誕
生
月（
１
日
生
ま
れ

の
方
は
そ
の
前
月
）に
年
金
加
入
記
録
を
ご
確
認
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、年
金
制
度
に
対
す
る
ご
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、年
金
に
関
す

る
情
報
を
定
期
的
に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
。

■ 

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」の
概
要

年
齢
に
よ
っ
て
形
式
や
内
容
が
違
っ
て
い
ま
す
。

下
記
の
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」の
お
送
り
先

定
期
便
は
年
金
の
登
録
住
所
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
お
送
り
し
ま
す
。

6 月の予定

Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｚ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ  

Ｍｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｉｅ
ｓ 

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
シ
ネ
マ
」

　
　
　
　

　
　
　
　

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

開
催
日
時　

７
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

受
付
時
間　

�

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
前
９
時
25
分
ま
で

　
　
　
　
　

�

※
映
画
館
ロ
ビ
ー
に
受
付
を
設
置
し
ま
す

会

場　

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
甲
府
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
内
）

　
　
　
　

�　

※
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
西
側
【
ほ
た
る
西
入
口
】
か
ら
入
場

上
映
作
品　
【
ザ
・
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
ム
ー
ビ
ー
】

対

象　

町
内
在
住
の
小
学
１
年
生
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
親

定

員　

３
１
４
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

参
加
費　

無
料

　
　
　
　
　

�

※
無
断
欠
席
は
申
込
分
の
鑑
賞
料
金
を
請
求
致
し
ま
す

飲
食
に
つ
い
て

�　

当
日
、
館
内
販
売
の
飲
食
の
み
可
（
持
込
品
不
可
）
と
し
ま
す
。
ま
た
、
参
加

者
１
名
に
つ
き
１
枚
、
館
内
飲
食
店
専
用
２
０
０
円
割
引
券
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

申
込
受
付
に
つ
い
て　

　

5
月
27
日
（
月
）
午
前
9
時
か
ら
６
月
17
日
（
月
）
午
前
９
時
ま
で
受
け
付　

け
て
い
ま
す
。

　

�

※
詳
細
は
社
協
Ｈ
Ｐ
・
社
協
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
、
町
内
小
学
校
で
配

　

布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

※
申
込
キ
ャ
ン
セ
ル
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲
参
加
申
込
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

《
本
事
業
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
》　

　

町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
日
本
赤
十

字
社
の
活
動
を
通
じ
て
、
赤
十
字
事

業
と
地
域
福
祉
の
推
進
を
行
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
主
な
活
動
】　

�

①
各
種
、
災
害
救
護
訓
練
へ
の
参
加

　

昨
年
度
は
、
炊
き
出
し
訓
練
や
応

急
手
当
法
を
学
び
ま
し
た
。

②
献
血
補
助

　

町
総
合
会
館
駐
車
場
な
ど
で
の
献

血
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

③
団
員
同
士
の
研
修
お
よ
び
交
流
会

　

団
員
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の

向
上
と
交
流
を
深
め
る
会
合
を
行
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
町
赤
十
字
奉
仕
団

昭
和
町
赤
十
字
奉
仕
団

の
団
員
を
募
集
し
て
い

の
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
！

ま
す
！

　※各事業、事前申し込み制です。
【防災×キャンプ教室】
  1 日（土）
��※雨天の場合は 8 日（土）に延期

【コレカラ教室】�
  4 日 （火）　背骨コンディショニング体操
11 日 （火）　脳トレ体操
14 日 （金）　ミュージック・ケア
19 日 （水）　いすヨガ
24 日 （月）　3B 体操

【のびしろ体操】
  6 日（木）
13 日（木）
20 日（木）

▲献血補助の様子

映
画
館
で
家
族
の
思
い
出
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

善意を善意を
ありがとうございましたありがとうございました

４月１日、メディアシステム株式会社様から昭和町４月１日、メディアシステム株式会社様から昭和町
社会福祉協議会へ「昭和町の福祉の増進に役立てて社会福祉協議会へ「昭和町の福祉の増進に役立てて
ください」と、あたたかい善意が寄せられました。ください」と、あたたかい善意が寄せられました。
心から感謝申し上げます。心から感謝申し上げます。

寄附団体寄附団体
メディアシステム株式会社 メディアシステム株式会社 様様
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ド
ラ
イ
ア
イ
は
よ
く
聞

く
病
気
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。「
若
い
人
が
な

る
？
」「
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
っ
て

い
る
と
な
り
や
す
い
？
」「
目
が
乾
く
だ

け
？
」
な
ど
と
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ア
イ
と
は
、
眼
不
快
感
・
視
機

能
異
常
な
ど
の
自
覚
症
状
が
あ
り
、
涙

液
層
破
壊
時
間
と
い
う
涙
が
蒸
発
す
る

速
度
が
早
い
こ
と
で
診
断
さ
れ
ま
す
。

2
0
1
1
年
に
日
本
で
行
わ
れ
た
疫
学
調

査
で
は
、
40
歳
以
上
の
17
・
4
％
の
方
が

ド
ラ
イ
ア
イ
で
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ

ア
イ
に
な
り
や
す
い
人
の
特
徴
と
し
て
、

V
D
T
作
業
（
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
）
を
す
る
人
、
痩

せ
て
い
る
人
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使

用
し
て
い
る
人
、
高
血
圧
の
人
、
心
筋
梗

塞
を
患
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
ア
イ
は
、
涙
の
分
泌
量
が
減
っ

た
り
、
涙
が
蒸
発
し
や
す
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
涙
は
、
眼
表
面

を
潤
す
だ
け
で
な
く
、
眼
表
面
を
ス
ム
ー

ズ
に
し
た
り
、
異
物
や
病
原
体
を
除
去
し

た
り
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
涙
が
減
る
こ

と
で
、
黒
目
（
角
膜
）
や
白
目
（
結
膜
）

に
傷
が
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
異
物
感
や
ま
ぶ
し
さ
、
ぼ
や
け
、
乾

燥
感
、流
涙
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

流
涙
症
状
は
ド
ラ
イ
ア
イ
と
は
真
逆
の
症

状
に
も
思
え
ま
す
が
、
涙
の
蒸
発
時
間
が

早
い
こ
と
で
、
涙
の
分
泌
が
増
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
蒸
発
時
間
が
早

い
た
め
、
結
局
眼
表
面
は
乾
燥
し
て
し
ま

い
ま
す
。
症
状
が
軽
度
の
場
合
は
気
に
な

ら
な
い
人
も
多
い
で
す
が
、
重
度
に
な
っ

て
く
る
と
視
力
が
低
下
し
た
り
、
目
が
開

い
て
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
感
染
症
を

起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
は
、
ま
ず
は
目
薬
に
な
り

ま
す
。
目
薬
は
数
種
類
あ
り
ま
す
の
で
、

重
症
度
や
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て

選
択
し
て
い
き
ま
す
。
目
薬
治
療
で
改
善

し
な
い
場
合
は
、
涙
点
プ
ラ
グ
と
い
う
器

具
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
涙
の
出
口
に
栓
を
し
、
眼
表
面
に
涙

が
溜
ま
る
よ
う
に
し
て
、
治
療
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ア
イ
に
ま
ぶ
た
の
縁

が
関
連
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ホ
ッ
ト
ア
イ
マ
ス
ク
や
ま
ぶ
た
の

洗
浄
を
す
る
こ
と
で
、
症
状
が
改
善
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ア
イ
は
よ
く
あ
る
病
気
で
す

が
、
症
状
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
非
常
に

不
快
感
が
強
く
出
て
、
日
常
生
活
に
影
響

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
眼
の
乾
燥
や
流

涙
、
異
物
感
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
眼

科
受
診
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

ド
ラ
イ
ア
イ
に
つ
い
て

山
梨
大
学
附
属
病
院
　
眼
科
学
講
座
　
学
部
内
講
師
　
米
山
征
吾

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　例年、この時期は暴走
族の活動が活発化し、深
夜から早朝にかけて集団
での爆音走行や低速走行
が多くなり、一般車両や
住民の生活に迷惑をかけ
ています。
　地域の皆様に不安や危険を及ぼす暴走族を根絶す
るため、警察では指導取締り、暴走族の解散、暴走族グ
ループ再生防止のための立ち直り支援活動等を行っ
ていますが、暴走族を根絶するためには、地域の皆様
のご協力が不可欠です。

◯暴走族を知っている、あるいは見かけたとき！
◯改造車両などが置いてあるのを見かけたとき！
◯暴走族が集まる場所を知っているとき！

などは、110番通報するか、最寄りの警察署、交番、駐
在所に連絡してください。
　安全で平穏な交通社会実現のため

「暴走行為をしない。させない。見に行かない。」
を合言葉に、地域ぐるみで暴走族を追放しましょう。

　「外出先から帰宅し
たら家の中が荒らさ
れていた」など、泥棒
による被害に遭った
ときは、落ち着いて次
のような対応をお願
いします。

◯犯罪現場はそのままにして、現場などに立ち入らない。
　犯罪現場には、指紋や足跡など犯人が残したこん跡
がたくさんあります。やむを得ず立ち入った場合は、
駆けつけた警察官に説明をしてください。

◯「110番通報」または、「最寄りの警察署、交番、駐在
所」に届け出る。

　直ちに警察官が駆けつけて、状況をお聞きしたり、
指紋や足跡など犯人が残したこん跡を採取します。
　事件をいち早く解決するため、犯罪現場はそのまま
にして、直ちに警察に届け出るよう、協力をお願いし
ます。
　その他の犯罪現場に遭遇したときにも、現場はその
ままにしてください。

地域ぐるみの暴走族の追放 犯罪現場はそのままに
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 熱中症、予防が重要！！
　梅雨の時期は気温は高くなくても湿度が高いため、汗が蒸発
しづらいです。ということは、熱が体内にこもりやすく熱中症
のリスクが高くなります。

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

No.205
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

日
時　
６
月
23
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

〇
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
方

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

〇
電
子
証
明
書
更
新
の
方

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
・
暗
証
番
号
記
載
票

　
・
記
載
に
不
備
の
無
い
照
会
書
兼

回
答
書（
代
理
で
の
更
新
の
み
）

〇
暗
証
番
号
初
期
化
の
方

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

予
約
期
間

　
6
月
3
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

〇
電
子
証
明
書
更
新
を
除
き
、
必
ず

お
手
続
き
す
る
ご
本
人
が
来
庁
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認
の
う
え

来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
・
電
子
証
明
書
更
新
・
暗
証
番
号

初
期
化
の
み
対
応
い
た
し
ま
す
。
証

明
書
の
発
行
・
住
所
変
更
等
の
お
手

続
き
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎︎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
で

は
、「
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
数
種
類
の
軽

ス
ポ
ー
ツ
や
「
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
、
申

込
不
要
で
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能

で
す
。
皆
さ
ん
で
楽
し
く
運
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　
６
月
18
日
・
７
月
17
日
・
８

　
　
　
月
20
日
・
９
月
18
日
・
10
月

　
　
　
16
日
・
11
月
19
日
・
12
月
17

　
　
　
日
・
１
月
21
日
・
２
月
18
日
・

　
　
　
３
月
18
日

　
　
　
午
後
7
時
30
分
～
午
後
9
時

場
所　
町
総
合
体
育
館

対
象
者　
町
内
在
住
者

参
加
料　
無
料

服
装
・
持
ち
物　

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

（
☎︎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
町
で
は
、
押
原
公
園
と
常
永
ゆ
め

広
場
を
会
場
に
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体

操
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
朝
か
ら
体
を
動

か
し
、
一
日
を
よ
り
元
気
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

〇
押
原
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
前

　
期
間　
４
月
～
10
月

　
日
時　
毎
週
火
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
第
１・
３
日
曜
日

　
　
　
　
午
前
６
時
30
分
～

〇
常
永
ゆ
め
広
場

　
期
間　
４
月
～
10
月

　
日
時　
毎
週
木
曜
日
・
金
曜
日

　
　
　
　
午
前
６
時
30
分
～

※
雨
天
時
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

キ
ャ
メ
リ
ア

　
　
　
　
（
☎︎
２
７
５
‐
６
８
５
１
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
６
月
16
日
（
日
）

　

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名

受
付
開
始　
６
月
3
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約
（
町
内
在
住

者
の
み
）

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
６
年
８
月
８
日
（
木
）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎︎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ

で
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
昨
年
度
５
２
０
件
の
送
迎
サ

ポ
ー
ト
が
安
全
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

継
続
し
た
安
全
運
転
の
サ
ポ
ー
ト
の

た
め
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
ど
な
た
で
も
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

令
和
６
年
６
月
21
日
（
金
）	

　
　
午
前
11
時
～
正
午

場
所　
総
合
会
館
2
階
相
談
講
習
室

参
加
料　
無
料

持
ち
物　
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ

（
☎︎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

　

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

誰
も
が
わ
か
ち
あ
え
る
社
会
を
め
ざ

し
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
の
活
動
に

賛
同
し
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施

し
ま
す
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、

家
庭
や
職
場
で
あ
ま
っ
た
食
品
を
持

ち
寄
り
、
食
料
の
確
保
が
困
難
な
団

体
や
個
人
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動

で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
集
期
間

　
6
月
10
日
（
月
）
～
19
日
（
水
）

収
集
場
所
・
時
間

・
昭
和
町
総
合
会
館
ロ
ビ
ー
回
収

ボ
ッ
ク
ス
（
昭
和
町
総
合
会
館
開

館
時
に
設
置
）

・
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

（
昭
和
町
温
水
プ
ー
ル
北
側
の
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

※
窓
口
対
応
時
間
は
平
日
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
の
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分

提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

○
米	

○
保
存
食
品
（
缶
詰
・
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）

○
調
味
料
各
種
、
○
菓
子
等

※
賞
味
期
限
が
令
和
６
年
8
月
19
日

以
降
の
も
の
で
未
開
封
の
も
の
。

米
は
、
も
み
、
玄
米
、
白
米
の
い

ず
れ
か
で
令
和
4
年
度
産
以
降
の

も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎︎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に

　
　
　
　

  

参
加
し
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ

安
全
運
転
学
習
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
の
受
け

取
り
（
申
請
済
の
方
の
み
）・
電
子

証
明
書
の
更
新
・
暗
証
番
号
初
期
化

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

地域で声をかけあって、地域で声をかけあって、
熱い夏を乗り切りましょう！熱い夏を乗り切りましょう！
愛育便りも回覧しています！愛育便りも回覧しています！

昭和町母子愛育会の新年度
がスタートしました！

　新班員２名を迎え、４月１７日に
総会と中央研修を行いました。
　総会後の研修では、『今時の子育
て事情』を山梨大学医学部附属病院
の助産師である小林由美氏から講義
を受け、「今のパパ、マ
マたちに子育ての知恵
袋を伝えてほしい！」
というメッセージをい
ただき、今後の活動に
活かすことのできる研
修となりました。

①．夜間を含むエアコンの利用、衣服の調節、日傘や帽子、保冷材の利用
②．エアコン使用中の換気で湿度の調節（55 ～ 65％）
③．こまめに水分摂取（1日あたり1.2ℓ＝500mlのペットボトル2

本以上を目安に）
④．経口補水液を常備（1人2本×3日分が目安）
⑤．暑さに負けない体づくりと日頃からの体調管理
⑥．熱中症アラート発表時には外出を避ける

おとな

①．通気性のよい素材で薄い色の服を着る。
②．睡眠と食事をしっかりとる。
③．日頃から適度な外遊びで暑さに体を慣れさせておく。
④．少しの時間でも子どもを車内に放置しない。
⑤．帽子やベビーカーの日よけを利用して日焼け対策する。
⑥．大人より地面に近く地表の熱の影響を受けやすいため、保冷材

や保冷シートなどを利用する。
⑦．こどもの休憩や水分補給は大人から声かけをする。

こども

男
性
の
育
児
休
暇

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員　
副
委
員
長　
望
月 

威
夫
（
清
水
新
居
区
）　

No.236

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　　

今
年
の

今
年
の
３３
月
か
ら
、
同
じ
所
属
の
男
性
職

月
か
ら
、
同
じ
所
属
の
男
性
職

員
が
員
が
１１
年
間
の
育
児
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と

年
間
の
育
児
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
大
多
数
の

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
大
多
数
の

人
が「
長
期
の
育
児
休
暇
は
母
親
が
取
る
の
が

人
が「
長
期
の
育
児
休
暇
は
母
親
が
取
る
の
が

当
た
り
前
」
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
で

当
た
り
前
」
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
事
実
、
私
も
そ
う
考
え
て
い
ま

し
ょ
う
か
。
事
実
、
私
も
そ
う
考
え
て
い
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
た
の
で
調
べ
て

し
た
。
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
た
の
で
調
べ
て

み
た
と
こ
ろ
、
厚
生
労
働
省
の
ア
ン
ケ
ー
ト

み
た
と
こ
ろ
、
厚
生
労
働
省
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
で
は
、
男
性
育
児
休
取
得
率
は
約

調
査
結
果
で
は
、
男
性
育
児
休
取
得
率
は
約

4646
％
、平
均
取
得
日
数
は
約

％
、平
均
取
得
日
数
は
約
4646
日
（
２
０
２
３

日
（
２
０
２
３

年年
６６
月
・
回
答
率

月
・
回
答
率
3333
・
４
％
）
と
な
っ
て
い

・
４
％
）
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
従
業
員
１
０
０
０
人
以
上
の
企
業
・

ま
し
た
。
従
業
員
１
０
０
０
人
以
上
の
企
業
・

団
体
が
対
象
で
、
短
期
育
児
休
暇
取
得
も
含

団
体
が
対
象
で
、
短
期
育
児
休
暇
取
得
も
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
の
長
期
育
児
休
暇

ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
の
長
期
育
児
休
暇

取
得
率
は
も
っ
と
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

取
得
率
は
も
っ
と
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

想
像
以
上
に
長
期
育
児
休
暇
を
取
る
男
性
が

想
像
以
上
に
長
期
育
児
休
暇
を
取
る
男
性
が

多
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

多
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

世
の
中
に
は
「
男
の
人
は
こ
う
で
な
く
て

　

世
の
中
に
は
「
男
の
人
は
こ
う
で
な
く
て

は
い
け
な
い
」「
女
の
人
は
こ
う
で
な
く
て
は

は
い
け
な
い
」「
女
の
人
は
こ
う
で
な
く
て
は

い
け
な
い
」と
い
っ
た
性
別
に
よ
っ
て
役
割
を

い
け
な
い
」と
い
っ
た
性
別
に
よ
っ
て
役
割
を

決
め
て
し
ま
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

決
め
て
し
ま
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ

好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
誰
も
が
自
分
の
能
力
を
活
か
せ
る
、

で
す
。
誰
も
が
自
分
の
能
力
を
活
か
せ
る
、

や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
な
れ
ば
、

や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
な
れ
ば
、

自
分
に
と
っ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て
も
よ
い

自
分
に
と
っ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て
も
よ
い

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
男
女
関
係
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
男
女
関
係
な

く
、す
べ
て
の
人
が
、仕
事
の
場
や
家
庭
な
ど
、

く
、す
べ
て
の
人
が
、仕
事
の
場
や
家
庭
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
男
女
共
同
参
画
「
共
に
生
き
活
き

　

私
た
ち
男
女
共
同
参
画
「
共
に
生
き
活
き

輝
け
昭
和
推
進
委
員
会
」
は
、
男
女
共
同
参

輝
け
昭
和
推
進
委
員
会
」
は
、
男
女
共
同
参

画
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
料
理
教

画
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
料
理
教

室
、
小
学
生
へ
の
出
前
授
業
等
の
各
種
事

室
、
小
学
生
へ
の
出
前
授
業
等
の
各
種
事

業
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、
町
民
の
皆
様
に

業
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、
町
民
の
皆
様
に

「
男
女
共
同
参
画
と
は
何
か
」
を
知
っ
て
い
た

「
男
女
共
同
参
画
と
は
何
か
」
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
推
進
を
目
指

だ
き
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
推
進
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
昭
和
町
全
て
の

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
昭
和
町
全
て
の

人
々
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
地
域
や
社
会
に

人
々
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
地
域
や
社
会
に

参
加
す
る
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま

参
加
す
る
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
各

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
各

種
事
業
を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

種
事
業
を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

と
思
い
ま
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

加
く
だ
さ
い
。
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

排出量t

0

50

100

150

200

250

300

350

400

4月3月2月1月12月11月

11

304305309 336268

17

9
1721 16

可燃ごみ不燃ごみ

252

毎月の不燃・可燃ごみ排出量
　4月は、町内の可燃ごみの収集
量が３３６ t、不燃ごみの収集量
が１６ｔとなりました。
　引き続き Reduce（リデュース
＝ごみの減量）Reuse（リユース
＝モノを再使用）Recycle（リサ
イクル＝再資源化）の再確認、
生ごみの水切りやごみの分別を
徹底し、ごみの減量を！！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 4 月分の医療費は、
約 7,653 万 8 千円（前年同
月比 9.06% の増）です。
　 特定健診は自分自身の
健康状態を確認でき、さら
に生活習慣を見直す絶好の
チャンスです！年に一度の
健診を必ず受けましょう。

❀

多
世
代
間
交
流
事
業

「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
開
催

ド
キ
ド
キ
ッ
！
ド
ッ
キ
ド
キ
！

ド
キ
土
器
づ
く
り
体
験
教
室

警
察
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

◎
く
だ
も
の
栽
培
講
習

　
～
ぶ
ど
う
の
房
づ
く
り
、桃
の
収
穫
～

※
く
だ
も
の
栽
培
の
基
本
（
房
づ

く
り
、
摘
果
、
収
穫
等
の
作
業
）

を
学
び
ま
す
。

日
時

　
６
月
19
日
（
水
）・
20
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
南
ア
ル
プ
ス
市
内

対
象
・
要
件

　
令
和
6
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方
（
事
前
に
シ
ル
バ
ー
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
）

定
員　
15
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
め
切
り　
６
月
5
日
（
水
）

受
講
料　
無
料

◎
刈
払
機
安
全
講
習

※
刈
払
機
の
安
全
な
取
扱
い
に
つ

い
て
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生

教
育
」
修
了
証
交
付

日
時

　
７
月
12
日
（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
韮
崎
市
内

対
象
・
要
件

　
令
和
6
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方
（
事
前
に
シ
ル
バ
ー
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
）

定
員　
15
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
め
切
り　
６
月
5
日
（
水
）

受
講
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎︎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

日
時　
６
月
25
日（
火
）・26
日（
水
）

　
※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時
50
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
50
分
ま
で
）

場
所

　
山
梨
県
自
治
会
館　
１
階「
講
堂
」

　
（
甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
‐
35
）

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
０
円

受
付
期
間

　
６
月
3
日
（
月
）
～
7
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
受
付
窓
口

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
‐
23

　
甲
府
地
区
消
防
本
部

　
　
　
査
察
課　
査
察
企
画
係

　
　
　
　
（
☎︎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

　
税
務
職
員
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
法
律
・
経
済
・
会
計
等
の

専
門
知
識
を
駆
使
し
て
適
正
な
課
税

を
維
持
し
、
ま
た
、
租
税
収
入
を
確

保
す
る
た
め
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格

①
令
和
６
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
（
令

和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
卒
業
し

た
者
が
該
当
す
る
。）
及
び
令
和

７
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず

る
と
認
め
る
者

申
込
期
間

　
６
月
14
日（
金
）９
時
～
26
日（
水
）

［
受
信
有
効
］
ま
で

試
験
日

　
第
１
次
試
験　

　
　
９
月
1
日
（
日
）

　
第
２
次
試
験

　
　
10
月
9
日
（
水
）
～
18
日
（
金
）

　
　
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
日
時

申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申
込
専

　
用
ア
ド
レ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
東
京
国
税
局
総
務
部

　
　
　
　
人
事
第
二
課　
試
験
係

（
☎︎
０
３
‐
３
５
４
２
‐
２
１
１
１

内
線
２
１
６
２
）

人
事
院
国
家
公
務
員

試
験
採
用
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

各
種
講
習
会

第
1
0
1
回
甲
種
防
火
管
理
新
規

講
習

２
０
２
4
年
度
税
務
職
員
募
集

県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

合
同
企
業
説
明
会

　
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
誰
で
も
プ

レ
ー
で
き
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

多
世
代
間
の
新
た
な
交
流
を
生
み
、

互
い
に
支
え
合
え
る
関
係
を
築
き
ま

せ
ん
か
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日
時　
８
月
８
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午
頃

※
当
日
受
付
は
午
前
９
時
か
ら

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
軽
運
動
室

対
象
者

①
町
内
居
住
の
小
学
１
年
生
以
上
の

　
子
と
そ
の
保
護
者
（
祖
父
母
可
）

②
町
内
居
住
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　
50
名

※
１
グ
ル
ー
プ
最
大
４
名
ま
で
（
先

　
着
順
）

内
容

・
様
々
な
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
実
施

　
し
ま
す
。

・
競
技
内
容
は
「
グ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ス

　

モ
、
太
鼓
の
達
人
、
ぷ
よ
ぷ
よ
、

　
ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
ス
ポ
ー
ツ
、
柔
ら

　
か
頭
塾
」
な
ど

・
ゲ
ー
ム
に
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
楽
し

　
く
対
戦
も
行
い
ま
す
。

※
場
合
に
よ
っ
て
競
技
内
容
の
変
更

　
も
ご
ざ
い
ま
す
。

参
加
料　
無
料

持
ち
物　

　
動
き
や
す
い
服
装
（
ス
カ
ー
ト
不

　
可
）
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
身
分
証

申
込
開
始　

　
６
月
17
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
申
込
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎︎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
縄
文
土
器
づ
く
り
を
体
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
先
人
た
ち
の
知
識
や

工
夫
を
知
る
こ
と
と
共
に
、
現
代
の

便
利
さ
や
有
難
さ
を
改
め
て
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
時　
７
月
26
日
（
金
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時
頃
ま
で

場
所　
昭
和
町
中
央
公
民
館　
講
堂

対
象
者

　
町
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
の
方

定
員　
15
名

内
容

〈
縄
文
中
期
の
土
器
を
成
形
す
る
〉

①
土
台
上
で
粘
土
を
紐
状
に
し
て
輪

を
つ
く
り
輪
を
積
み
上
げ
て
土

器
の
形
を
つ
く
る
。

②
表
面
や
内
面
を
整
え
て
装
飾
等
を

つ
け
る
。

③
竹
管
や
ヘ
ラ
を
使
っ
て
模
様
を
描
く

④
10
日
間
ほ
ど
乾
か
し
て
か
ら
土
器

を
焼
い
て
完
成
。

※
④
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
当
会
で

行
い
ま
す
の
で
、
野
焼
き
を
終

え
た
ら
各
参
加
者
へ
土
器
を
お

渡
し
い
た
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

持
ち
物

　

飲
み
物
（
蓋
付
き
の
も
の
）、
タ

　
オ
ル
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装

申
込
開
始　
６
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎︎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
山
梨
県
警
察
で
は
、
令
和
6
年
度

山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験
（
秋
季
試

験
）
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
種
目
・
採
用
予
定
人
員

①
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
）

	

男
性　
　
　
　
　
6
名
程
度

	

女
性　
　
　
　
　
2
名
程
度

②
警
察
官
Ｂ
（
大
学
卒
以
外
）

	
男
性　
　
　
　
　
14
名
程
度

	
女
性　
　
　
　
　
６
名
程
度

受
付
期
間

　
７
月
22
日（
月
）～
８
月
23
日（
金
）

※
電
子
申
請
の
み

第
１
次
試
験
日

　
９
月
22
日
（
日
）

勤
務
開
始
日

　
令
和
7
年
4
月
1
日

問
い
合
わ
せ

　
南
甲
府
警
察
署　
警
務
係

　
　
　
　
（
☎︎
２
４
３
‐
０
１
１
０
）

　
新
卒
者
及
び
留
学
生
、
外
国
人
を

含
む
一
般
求
職
者
向
け
に
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
30
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
展
示
ホ
ー
ル

対
象
者　
令
和
7
年
3
月
大
学
等
卒

　
業
予
定
者
及
び
留
学
生
、
外
国
人

　
を
含
む
一
般
求
職
者

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
な
ど

※
一
般
求
職
者
の
方
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　
ク
受
付
票
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
求
職
者

　
マ
イ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
方

　
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら

　
の
ご
提
示
も
可
）
ま
た
は
雇
用
保

　
険
受
給
資
格
書（
お
持
ち
の
方
の
み
）

参
加
企
業　
県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

　
圏
域
内
企
業
１
８
３
社
を
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
産
業
部　
産
業
総
室　

　
雇
用
創
生
課

（
☎︎
２
３
７
‐
５
７
３
６
）

 

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

川
柳
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

川
柳

節
く
れ
た
手
ぢ
っ
と
見
つ
め
て
溜
め
息
が

今
日
か
ら
は
希
望
の
道
巾
い
っ
ぱ
い
に

目
的
な
き
雑
用
だ
け
で
暮
れ
て
行
き

堀
内　

冨
美

幾
坂
を
越
え
て
米
寿
の
春
と
な
る

何
に
も
な
く
無
病
息
災
宝
も
の

平
凡
な
日
々
の
暮
ら
し
に
能
登
思
う

山
本
ひ
ろ
子

防災一口メモ　備蓄品アドバイス② ～生活用品もローリングストックで～

　「備蓄」というと水や食料が思い浮かびますが、日ごろの生活に使う日用品も災害時には流通もストップしてしまうので、買うこ
とができなくなってしまいます。食品同様、ローリングストックで多めに備蓄をしておきましょう。

★ 簡易トイレ…45 ℓの黒いポリ袋、トイレットペーパー、液体消毒剤、新聞紙、凝固剤など。
★ キッチン用品…キッチンラップ（節水のため皿に敷いて使います）、ポリ袋（ポリ袋調理で使います）、卓上コンロとカセッ

トボンベ（メーカー関係なく仕様が統一されています）、町指定のゴミ袋など。
★ 消費期限があるもの…ペットの餌、乾電池、医薬品、使い捨てマスク、生理用品、紙おむつ、除菌シート、消毒スプレーなど。
★ ブルーシート…敷物のほか、風よけ、防水、目隠しなど（用途がたくさんあります。災害発生時には品薄になるので、事前

に準備しておくようにしましょう。）
女性防災ネット昭和
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あとがき

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

ひいじいちゃんの作るお米が大好きな結彗ちゃん

　毎日私たちに笑顔をくれてありがとう
ずっと仲良しでいてね！だいすきだよ♪

令和 4 年 8 月 13 日生（男の子）　令和 3 年 4 月 21 日生（男の子）

龍太さん（父）里紗 さん（母）（西条）

平下 結
ゆ い は

彗 ちゃん 秋山 龍
りゅうしん

心 ちゃん秋山 龍
りゅうせい

生 ちゃん

発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

Ｘ（
旧

ツ
イ

ッ
タ

ー
）　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

令和 5 年 6 月 21 日生（女の子）　
（父）裕也 さん（母）優実 さん（西条）

「食育推進計画」を知っています
か。この計画は「住民一人ひとり
が自らの食について考え、食に関
する知識や選択する力を習得し、
健康な生涯を送り豊かな人間性を
育むことができるように、取り組
むためのもの」です。昭和町では
『「人」を育むこと』を基本理念
とし、具体目標とその達成のため
に家庭や地域、保育園・こども園
や学校、行政ができることを掲げ
ています。このコラムも食育推進
のための小さな一歩です。計画の
概要版は、５月号広報（559号）
と一緒に全戸配布しましたので、
ぜひ確認してみてくださいね。

昭和町 第３次
食育推進計画が

策定されました☆

炊飯器でつくる 梅シロップ

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
① 梅をきれいに洗い、ヘタを爪楊枝などで取り除い

て、水に12時間程浸します。
② ザルにあけて水を切り、炊飯器に梅とグラニュー糖

を交互に入れ、炊飯器のふたをして、保温で11 ～ 12
時間おきます。（“炊飯”には絶対にしないでくださ
い。）

③ 梅の下に砂糖がたまっているので、よく混ぜ合わせ
て、更に1時間ほど保温でおいたら、砂糖が溶けてで
きあがり。

④ 保存用のボトルに入れて保存します。
※氷や炭酸水、お湯で割っていただきます。梅ゼリーも

おススメで、梅の実を入れると更においしいです☆

◆ 材料
梅　　　　　　１kg
グラニュー糖　500 ～ 700g

（＊氷砂糖だと溶けないので、三温糖や
ザラメなどお好きな砂糖でOKです）

レシピ提供

河西地区
食生活改善
推進員会

　

今
月
の
表
紙
は
「
エ
コ
し
ょ
う
わ
」
で
カ
ラ
フ
ル
泥
団
子
を
上
手

に
作
っ
た
姉
妹
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
泥
団
子
作
り
は
、
に
ぎ
わ
う
会
場

で
ひ
と
き
わ
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
し
た
。

　

一
方
、
下
の
バ
ラ
は
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
で
も
紹
介
し
て
い
る
藤

本
さ
ん
の
お
庭
の
バ
ラ
で
す
。
来
年
も
こ
の
季
節
に
お
邪
魔
し
、
み

な
さ
ん
に
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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